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（論文審査の要旨） 

高齢の慢性心不全患者においては入院の長期化や再入院率の増加が問題となっている。

しかし、同一症例における心臓リハビリテーション（心リハ）の効果を検討した報告はな

い。本研究は、入退院を繰り返す慢性心不全高齢患者に対して入院中の心リハの介入によ

り、日常生活活動能力が向上し、入院日数の短縮と再入院の回避が得られるかを検討した。

入院日数は心リハ介入時と非介入時で同等であったが、退院時 Barthel Index は心リハ

介入時 80.2±14.5、非介入時 73.7±18.9 と有意に介入時が高値であった。Kaplan-Meier

生存分析では心不全再入院死亡率および心不全以外も含む再入院死亡率の両者とも心リ

ハ介入時で明らかにイベント発生を回避できた。 

これらの結果は、入退院を繰り返す慢性心不全高齢患者における入院中の心リハが退院

時の ADL を向上させ、早期の再入院を回避できることが示されており、学術上価値があり、

学位論文に値すると判断した。 
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